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目的
サトイモは当センターの作目としては重要なもの
のひとつである。従来のサトイモ栽培では，種イモ
として孫イモを使用してきた。また収穫物の中で親
イモは商品価値が低く，大半を廃棄せざるを得なか
った。そこでこの親イモを翌年の種イモとして活用
できれば種イモのコストを削減できるのと同時に販
売用孫イモの増収につながると考え，圃場試験を行
った。
本研究では，親イモを種イモとして栽培試験を行
って収量性に検討を加え，親イモ活用の利点を明ら
かにしようとする。
材料と方法
栽培試験は2000年から2005年の６年間行い，試験
区は親イモを種イモとするＴ区と，対照として孫イ
モを種イモとするＣ区を設定した。また，2003年～
2005年の３年間は，子頭（コガシラ）を種イモとす
るＫ区を設定した。Ｔ区では前年産親イモを4分割
し種イモとした。
栽培概要は６年間ともほぼ同様であるが，2005年の
例を第１表に示した。試験区は西２号（2000年）西
１号（2001年）西３号（2002年）西５号（2003年）
西２号（2004年）西１号（2005年）に設定したが，
いずれも通常栽培（10a程度）の圃場内である。
種イモは孫イモ重１個60～100gで形状が良好なも
のを選別して使用し，子頭イモ重は１個80～150g，
親イモ重は４分割して１個を110～175gとした。各
区とも腐敗防止のため種イモを石灰で粉衣した。
地上部調査として2000年６月９日から７月７日の
１か月間，１週毎に主葉柄長と副葉柄数を測定した。
収量調査は各区10個体の１株当たりの親イモ重・イ
モ数・イモ重を測定した（イモ重20g以上を対象）。
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第１表　サトイモの栽培概要（2005年）
圃　　場 西１号 
試験面積 Ｃ区115.5m2（150株）Ｔ区115.5m2（150株）Ｋ区115.5m2（150株） 
品　　種 エグイモ 
基　　肥 N 21.3　P2O5 8.0 　K2O 17.0（kg/10a） 
施　肥　量 N 28.0　P2O5 24.7 　K2O 23.7（kg/10a） 
植　密　度 畦幅100cm　株間80cm 
種　イ　モ 孫イモ重  60～100g　（Ｃ区） 
 親イモ重 110～175g　親イモを４分割 石灰に粉衣　（Ｔ区） 
 子頭イモ重　80～150g　（Ｋ区） 
区覆土深 15～20cm
結果
両区とも栽植後の腐敗は少なく，萌芽率は95％以
上であった。主葉柄長と副葉柄数の初期生育調査で
は有意な差異はなかった（第１図・第２図）。
収量構成要素を検討すると，
A平均イモ量と平均親イモ重に年次変動が見られ
た。
B各年のＣ区とＫ区・Ｔ区の1株イモ量では有意
な差異はなかった（第３図）。
C各年のＣ区とＴ区の平均親イモ重も有意な差異
はなかった（第４図）。
などの傾向が認められた。
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第２表　主葉柄長の推移
第１図　主葉柄長の推移（2000年）
 平均主葉柄長 標準偏差 
月日 Ｃ区 Ｔ区 Ｃ区 Ｔ区 
6/ 9 14.6 13.9 3.6 5.3 
6/13 22.9 18.7 5.1 5.7 
6/23 32.8 28.0 5.6 6.3 
6/30 42.3 35.5 6.4 7.8 
7/ 7 52.3 50.5 6.3 7.8
第３表　副葉柄数の推移
 平均副葉柄数 標準偏差 
月日 Ｃ区 Ｔ区 Ｃ区 Ｔ区 
6/ 9 0.5 0.2 0.8 0.4 
6/13 0.5 0.7 0.8 1.3 
6/23 0.5 0.9 0.8 1.7 
6/30 1.1 1.3 0.9 1.8 
7/ 7 2.6 1.9 1.1 1.7
第４表　１株イモ重
 区 平均 標準 収量 
  （g） 偏差 （kg/10a） 
2000 C00 3779 515 4497 
 T00 3237 463 3852 
2001 C01 1770 259 2266 
 T01 1757 314 2249 
2002 C02 2312 532 2890 
  T02 2672 422 3340 
2003 C03 2743 616 3429 
  T03 3216 613 4020 
 K03 3016 537 3770 
2004 C04 2291 261 2864 
 T04 2094 395 2618 
 K04 2094 265 2618 
2005 C05 1820 314 2275 
 T05 1682 375 2103 
 K05 1724 190 2155
第５表　１株親イモ重
 区 平均 標準 
  （g） 偏差 
2000 C00 1113 106 
 T00 1023 201 
2001 C01 657 127 
 T01 458 95 
2002 C02 880 293 
 T02 1097 186 
2003 C03 688 126 
 T03 887 179 
2004 C04 876 183 
 T04 683 88 
2005 C05 618 102 
 T05 687 136
第２図　副葉柄数の推移（2000年）
第３図　１株芋重の比較 第４図　１株親芋重の比較
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考察
親イモを分割して植え付けを行なったが，分割に
要する労力的な問題はない。発芽率が良好であった
一因として，石灰に粉衣することで親イモの腐敗を
抑えたものと思われる。親イモを種イモとして使用
できれば従来の種イモの孫イモ1200個分を販売に回
すことができ，約３万円の増収となる。
６年間の収量調査の結果からもＣ区とＴ区の差異
は認められないことから，親イモを種イとして十分
利用できると思われる。
また2003年から設定した子頭イモを種イモとする
Ｋ区における収量調査結果からもこれら３区の間に
は差異は認められなかった。このとから子頭イモも
また種イモとして十分利用できることが明らかにな
った。
以上のように，サトイモにおける親イモおよび子
頭イモの種イモへの活用は増収対策とコスト削減の
点から極めて有効と思われ，今後の運営に活用した
い。
2004年は親イモを種イモとして栽培面積の３割
を，2005年は親イモと子頭イモを種イモとして５割
使用している。
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